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か

の
ク

マ
対
策

連
携
が
重
要
に
な
る
。
そ
れ
は
、
知
能

が
高
く
要
領
の
良

い
ク
マ
は
、
対
策
に

穴
が
あ
れ
ば

一‐モ
グ
ラ
た
た
き
ゲ
ー
ム
一

の
よ
う
に
移
動
し

「
や
さ
し
い
獲
物

」

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
次
々
と
替
え
て
い
く
か

ら
だ
〓
そ
の
た
め
、
基
本
対
策
●
２
●

（予
防
的
手
法
）
の

一
ヒ
ト
を
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
す
る
こ
と
」
と
基
本
対
策
■
■
対

処
的
手
法
）
一
ク
マ
を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

す
る
こ
と

一
を
両
方
同
時
に
徹
底
す
る

こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
の
相
乗
効

果
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
不
可
欠
な
よ

う
だ
´
加
え
て
基
本
対
策
，
の

「
迅
速

な
情
報
共
有
」
が
、
組
織
的
な
ク
マ
対

策
を
効
果
的
に
実
施
す
た
め
に
重
要
な

要
素
と
な

っ
て
い
る
．
米
国
立
公
園
局

は
、
こ
れ
ら
五
つ
す
べ
て
の
基
本
対
策
を

連
携
し
て
持
続
的
に
行
う
こ
と
で
、
ク

マ
対
策
の
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
歴

史
が
あ
る
こ

省
庁
問
委
員
会
…
Ｇ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る

ク
マ
対
策
認
定
製
品
制
度

基
本
対
策
Ｃ
に
対
す
る
具
体
策
の
一
つ

は
、
利
用
規
則
と
し
て
食
料
な
ど
は
キ
ャ

ン
プ
場
内
に
設
置
さ
れ
た
認
定
機
関
に

よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
頑
丈
な
鉄
製
の
保
管

庫
に
入
れ
、
留
め
金
で
施
錠
す
る
こ
と
だ
。

こ
の
よ
う
な
施
設

・
製
品
は
、
米
農
務

省
林
野
局

の
管
轄

で
、
軍
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¨
林
野
局
と
内
務
省
目
立
公
園
局

・

魚
類
野
生
生
物
局

・
土
地
管
理
局

・
米

国
地
質
調
査
所
と
各
モ
ン
タ
ナ

・
ワ
シ

ン
ト
ン
・
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
の
野
生
生
物

管
理
部
門
や
カ
ナ
ダ
野
牛
自
然
庁
な
ど

で
構
成
す
る
協
議
機
構
）
の

「
防
ク
マ

製
品
評
価

・
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ

り
品
質
保
証
さ
れ
、
公
有
地
で
の
使
用

が
承
認
さ
れ
て
い
る
〓
材
質
や
形
状
が

頑
丈
に
作
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

器
用
で
頭
の
良

い
ク
マ
で
も
開
け
ら
れ

な
い
施
錠
の
仕
組
み
も
付
い
た
構
造
に

な

っ
て
い
る
こ
目
立
公
同
や
国
有
林
な

ど
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ラ
ン
ド
や
そ
の
周
辺
の

ベ
ア
ー
カ
ン
ト
リ
ー
域
内
の
市
町
村
で

も
こ
の
認
定
製
品
を
使
用
す
る
こ
と
が

推
奨
あ
る
い
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
）

当
然
、
広
大
な
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
地
域
を

数
日
間

（
一
～
五
Ｈ
）
バ
ッ
ク
パ
ッ
キ
ン

グ
す
る
際
も
ク
マ
対
策
の
規
則
が
あ
る
‐

例
え
ば
、
シ
ェ
ラ
ネ
バ
タ
山
脈
地
域
の
国

立
公
同
や
国
有
林
で
は
、
ベ
ア
ー

・
キ
ャ

ニ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る

「防
ク
マ
食
料
品

容
器

（ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｃ
認
定
製
品
）」
に
す
べ

て
の
食
料
を
詰
め
込
み
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
内

に
収
納
し
、
野
営
す
る
際
は
テ
ン
ト
か
ら

約

一
五
Ｏ
ｍ
離
れ
た
場
所
に
置
い
て
お
く

（写
真
２
）ｃ
こ
れ
は
、
ク
マ
か
ら
食
料
を

奪
わ
れ
る
の
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
テ
ン

あ
る
い
は

（ク
マ
は
木
登
り
が
得
意
な
の

だ
が
）、
テ
ン
ト
か
ら
少
し
離
れ
た
本
の

枝
に
吊
る
す
方
法
も
あ
る

（
一般
に
は
習

得
が
難
し
く
、
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
や
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
内

で
は
効
果
が
あ
ま
り
無
い
）。
ま
た
、
必

須
で
は
な
い
が
、
緊
急
避
難
用
の
唐
辛
子

成
分
が
入
っ
た
環
境
省

（Ｅ
Ｐ
Ａ
）
認
定

ベ
ア
ー
・
ス
プ
レ
ー
も
推
奨
さ
れ
て
い
る

（Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｃ
は
こ
の
製
品
の
品
質
を
保
証

す
る
機
関
で
は
な
い
が
、
携
行
を
強
く
推

奨
し
て
い
る
）。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、

瞬
時
に
ク
マ
を
怯
ま
せ
る
目
的
の

「回
避

用
」
ア
イ
テ
ム
で
あ
っ
て
、
銃
で
は
な
い

の
で

「撃
退
用
」
で
は
な
い
。
他
に
、
電

気
柵
と
い
う
手
段
も
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
で
は
、
こ
の

よ
う
な
ク
マ
対
策
製
品
認
定
制
度
も
含

む
個
々
の
具
体
的
な
ク
マ
対
策
が
連
携

し
合
い
、
徐
々
に
専
任
の
ク
マ
対
策
ス

タ
ッ
フ
を
増
員
し
な
が
ら
組
織
的
に
粘

り
強
く
そ
れ
ら
を
実
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